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犯罪や事故のない

明るい町をつくりましょう

春になると犯罪や事故が多くなります

昨
年
一
年
問
で
二
十
二
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
年
が
補
導
さ
れ
る

　
　
私
た
ち
の
町
か
ら
犯
罪
や
事
故
を
な
く
す
る
た
め
、
五
月
六
日

　
か
ら
十
五
日
ま
で
、
防
犯
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
松
之
山
町
は
犯
罪
の
少
な
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年

　
春
に
な
る
と
犯
罪
や
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
昨
年
一
年
間
で
不
良
行

為
少
年
補
導
が
二
十
二
人
、
犯
罪
発

生
が
六
件
あ
り
ま
し
た
。

　
み
ん
な
で
犯
罪
や
事
故
の
な
い
明

る
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

○
自
動
車
を
駐
車
す
る
時
は
エ
ン
ジ

　
ン
キ
ー
を
ね
き
ま
し
ょ
う
。

○
少
年
の
非
行
防
止
の
た
め

　
・
親
子
で
何
で
も
話
し
合
え
る
家

　
　
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
・
万
引
や
飲
酒
等
を
防
ぐ
た
め
子

昭和57年5月10日1”Il”1”田III”II

　町での犯罪発生と少年補導状況

犯罪発生（56年1月～12月まで：件）

凶悪犯 窃　盗 知能犯 その他 総　数

発　　生 1 4 0 1 6
検　　挙 1 1 1 1 4

深夜はいかい 暴走行為 そ　の　他 総　　　数
11 7 4 22

　
　
供
の
持
ち
物
や
顔
色
等
に
注
意

　
　
し
ま
し
よ
う
。

○
訪
問
販
売
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
雪
解
け
と
共
に
サ
ギ
ま
が
い
の

　
　
悪
質
な
訪
問
販
売
が
横
行
し
て

　
　
い
ま
す
。
う
ま
い
話
に
は
絶
対

　
　
の
ら
な
い
よ
う
、
充
分
気
を
つ

　
　
け
て
下
さ
い
．

　
な
お
、
被
害
に
あ
っ
た
時
に
は
、

す
ぐ
一
一
〇
番
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

6月11日㈹町全域で停電

午前8時より午後4時30分まで

　　　　　　一東北電カー

　送電線の鉄塔改修作業のため停電

になりますのでお知らせ致します。

少年補導（松之山：人）

刑法犯少年補導（東頸城：人）

大島村 安塚町 浦川原村 牧　村 松代町 松之山町

10 8 3 2 1 0

圏
　　　国民年金保険料引き上げ
　　　　　4，500円から5，220円に附加保険料を納め

　　　　ている方は、4，900円から5，620円に引き上

　　　　げられました。

年々保険料が高額になりますが、適正負担にご理解

と、ご協力をお願いします。

子
供
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

　
火
災
に
よ
る
子
供
の
死
者
を
見
る

と
、
出
火
時
近
く
に
保
護
者
が
い
な

か
っ
た
た
め
に
逃
げ
遅
れ
、
死
に
至

っ
た
も
の
が
多
く
大
人
の
注
意
が
強

く
望
ま
れ
ま
す
。

「
子
供
の
日
」
お
よ
び
「
児
童
福
祉

週
間
」
に
ち
な
み
、
次
の
安
全
対
策

に
留
意
さ
れ
子
供
を
火
災
か
ら
守
り

ま
し
よ
p
フ
。

・
子
供
は
避
難
し
や
す
い
一
階
に
寝

　
か
せ
ま
し
よ
う
。

・
子
供
だ
け
を
残
し
て
外
出
し
な
い

　
こ
と
。
ど
う
し
て
も
外
出
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
隣
り
近

　
所
に
お
願
い
す
る
。

・
も
し
火
災
に
あ
っ
た
ら
、
子
供
、

　
老
人
を
第
一
に
避
難
さ
せ
る
。

・
毎
月
一
日
、
十
五
日
は
「
火
災
予

　
防
の
日
」
で
す
。
月
二
回
は
家
庭

　
内
で
火
災
予
防
に
つ
い
て
話
し
合

　
い
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
い
た
ず
ら

・
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
子
供

　
の
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

・
火
に
興
味
を
も
っ
た
ら
、
そ
の
こ

　
わ
さ
を
教
え
る
。

・
ア
イ
ロ
ン
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
コ
ー

　
ド
を
抜
い
た
ら
、
手
の
届
か
な
い

　
と
こ
ろ
へ
し
ま
う
。

・
幼
児
だ
け
を
残
し
て
、
外
出
し
な

　
い
。

戸
籍
の
明
暗

　
　
　
　
　
四
　
　
月

■
新
婚
さ
ん

■
う
ぶ
声

相
澤
寿
春
（
小
谷
・
秋
男
の
長
男
）

飯
塚
大
悟
（
中
立
山
・
哲
郎
の
二
男
）

高
橋
香
織
（
天
水
島
・
敏
夫
の
長
女
）

■
お
く
や
み

高
橋
　
ハ
ル
㈲
歳
（
東
川
・
三
新
）

倉
重
　
ヤ
ス
㈲
歳
（
藤
原
・
甚
内
）

野
本
音
治
郎
㈱
歳
（
湯
本
・
野
本
や
）

重
野
徳
一
圃
歳
（
下
蝦
池
・
隠
居
）

佐
藤
　
米
治
㈹
歳
（
天
水
越
・
田
市
）

重
野
　
ヨ
シ
㈹
歳
（
上
蝦
池
・
親
家
）

猪
俣
幸
三
郎
⑯
歳
（
松
之
山
・
猪
俣
）

趨　　一灘》・、縄　　　r■」－

Nα76

／5
1982

浦田保育所

歯の衛生週問
6月4日～10日

　幼少年児の口腔内が常に清潔に保たれるよう、食後の正しい歯口清掃の習慣づくりを

母親の理解と協力のもとに行わせることを目標にしています。

□編集議会事務局ロ発行　新潟県松之山町世帯1，370戸女2，509人男2，392人
6月1日現在
人口4，901人
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5月17日中立山で認定祝賀会

四
月
一
日
国
道
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
定
さ
れ
る

　
町
を
横
断
す
る
二
本
目
の
国
道
四
〇
五
号
線
が
、
四
月

一
日
に
認
定
さ
れ
、
こ
の
祝
賀
会
が
五
月
十
七
日
中
立
山

桑
落
セ
ン
タ
ー
広
場
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
立
山
地
区
振
興
協
議
会
主
催
の

こ
の
会
に
は
、
県
土
木
部
技
監
、
町

長
、
議
会
の
関
係
者
等
の
来
賓
と
地

区
の
人
達
一
〇
〇
人
が
参
加
し
、
国

道
昇
格
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
こ
の
国
道
も
、
中
立
山
、

天
水
越
間
約
五
キ
ロ
は
い
ま
だ
砂
利

道
で
、
道
幅
も
狭
く
、
急
力
ー
ブ
も

多
い
た
め
早
急
の
整
備
改
良
が
待
た

れ
ま
す
。

　
国
道
が
通
過
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
活
の
基
盤
の
確
保
、
地
場
産
業
の

振
興
、
過
疎
防
止
と
な
る
こ
と
な
ど

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

甲立山集落センター広場で開かれた祝賀会

購
鱗難　　　　　　鱗　　　　響

灘難
灘

　歯羅響

欝灘

灘
驚劉ド

　鐸、

瑠
酋

鰹　
　

　
。
醐
羅

灘
・
懸

藻

小
谷ギ
新山

353号

松
之
山

東
川

橋
詰山湯

　
県

　
　
　
　
道

松之山温泉

｝
斑

　
　
　
　
㎝
．
撫
鞭

　
　
　
　
　
　
　
’
纒

　
　
　
　
　
　
，
・
講

灘
鞭
灘
紹
欝

　
　
　
難
鍵

雛
．
灘
灘

　
－
難
覇
鰯
灘
難

　
　
、
灘
　
　
　
　
　
織
。

雛
灘
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

マ．11欝ぎ潔

県
　
道

一
，
雛

　
輪

！
、イ

　
’
ノ
｝
F
．
。
・
、

　
　
　
蕉

　
　
　
無
　
　
　
駕

　
　
　
　
〆
照

天水島
天水越

国道485号線

！
・

畷
、
、
・

黙
盤
霧
雛

坂
中
中
立
山
　
原

　
　
　
　
　
　
　
中

鋼
ダ

～
，

　
　
箸
ノ
鳳

融

　
　
　
　
　
立

　
　
　
　
　
麦

　
月
池
　
　
田

め
蟹
鐡
欝

冗
騰
繊
灘
撚

　
　
難
、
襲
鐵
鱗
鰯
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、、，轟、最轟鴎鼓二、麹

上越市（18号）と塩沢町（17号）を結ぶ86km

津
南
町
と
塩
沢
町
問

　
　
　
　
　
　
　
25
キ
ロ
は
重
用
路
線

　
一
般
国
道
四
〇
五
号
線
は
上
越
市
西
城
町
一
丁
目
七
番

｝
か
ら
南
魚
沼
郡
塩
沢
町
大
字
関
字
大
塚
【
一
七
六
番
一

ま
で
の
八
五
・
九
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　
主
要
地
方
道
の
上
越
柏
崎
線
（
牧

村
宮
口
か
ら
安
塚
町
和
田
）
と
、
上

越
松
之
山
線
（
安
塚
町
和
田
か
ら
松

之
山
町
天
水
島
）
と
、
上
越
安
塚
津

南
線
（
松
之
山
町
天
水
島
か
ら
津
南

町
樽
田
）
の
三
県
道
が
国
道
に
昇
格

し
た
も
の
で
す
。
津
南
町
か
ら
塩
沢

町
ま
で
は
（
国
道
一
一
七
号
線
が
六

・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
国
道
三
五
三

号
線
の
一
八
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

重
用
路
線
と
な
り
ま
す
。

　
改
良
延
長
は
七
〇
％
で
六
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
舗
装
延
長
は
九
三
％
で

八
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
道
路
管
理
は

国
か
ら
委
託
を
受
け
た
県
が
、
今
ま

で
通
り
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
牧
村
と
安
塚
町
で
は
、
こ
の
四
〇

五
号
線
が
初
め
て
の
国
道
で
す
。
四

月
二
十
六
日
牧
村
体
育
館
で
も
、
郡

土
木
協
会
の
主
催
に
よ
り
祝
賀
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
装
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
セ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

国道誕生により上越圏と魚沼圏との文惣交流が一層強まる・

　　　　／　　　　　　　　、353号

253号

松代町

六日町

117号

17号
十日町市

塩沢町
中里村

＼353号

津南町

重用路線

（国117・国353

浦川原村頸城村

大島村
253号

松之山町安塚町

（
天
水
島
）

遡
　
水
　
天沢

　浦田
（中立山

上越市
三和村
　　　牧村

国道405号線18号
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5月17日中立山で認定祝賀会

四
月
一
日
国
道
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
定
さ
れ
る

　
町
を
横
断
す
る
二
本
目
の
国
道
四
〇
五
号
線
が
、
四
月

一
日
に
認
定
さ
れ
、
こ
の
祝
賀
会
が
五
月
十
七
日
中
立
山

桑
落
セ
ン
タ
ー
広
場
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
立
山
地
区
振
興
協
議
会
主
催
の

こ
の
会
に
は
、
県
土
木
部
技
監
、
町

長
、
議
会
の
関
係
者
等
の
来
賓
と
地

区
の
人
達
一
〇
〇
人
が
参
加
し
、
国

道
昇
格
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
こ
の
国
道
も
、
中
立
山
、

天
水
越
間
約
五
キ
ロ
は
い
ま
だ
砂
利

道
で
、
道
幅
も
狭
く
、
急
力
ー
ブ
も

多
い
た
め
早
急
の
整
備
改
良
が
待
た

れ
ま
す
。

　
国
道
が
通
過
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
活
の
基
盤
の
確
保
、
地
場
産
業
の

振
興
、
過
疎
防
止
と
な
る
こ
と
な
ど

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

甲立山集落センター広場で開かれた祝賀会

購
鱗難　　　　　　鱗　　　　響

灘難
灘

　歯羅響

欝灘

灘
驚劉ド

　鐸、

瑠
酋

鰹　
　

　
。
醐
羅

灘
・
懸

藻

小
谷ギ
新山

353号

松
之
山

東
川

橋
詰山湯

　
県

　
　
　
　
道

松之山温泉

｝
斑

　
　
　
　
㎝
．
撫
鞭

　
　
　
　
　
　
　
’
纒

　
　
　
　
　
　
，
・
講

灘
鞭
灘
紹
欝

　
　
　
難
鍵

雛
．
灘
灘

　
－
難
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鰯
灘
難

　
　
、
灘
　
　
　
　
　
織
。

雛
灘
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
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県
　
道

一
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輪
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’
ノ
｝
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．
。
・
、

　
　
　
蕉
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駕

　
　
　
　
〆
照

天水島
天水越

国道485号線

！
・

畷
、
、
・

黙
盤
霧
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坂
中
中
立
山
　
原

　
　
　
　
　
　
　
中

鋼
ダ

～
，

　
　
箸
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鳳

融

　
　
　
　
　
立

　
　
　
　
　
麦

　
月
池
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欝

冗
騰
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難
、
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、、，轟、最轟鴎鼓二、麹

上越市（18号）と塩沢町（17号）を結ぶ86km

津
南
町
と
塩
沢
町
問

　
　
　
　
　
　
　
25
キ
ロ
は
重
用
路
線

　
一
般
国
道
四
〇
五
号
線
は
上
越
市
西
城
町
一
丁
目
七
番

｝
か
ら
南
魚
沼
郡
塩
沢
町
大
字
関
字
大
塚
【
一
七
六
番
一

ま
で
の
八
五
・
九
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　
主
要
地
方
道
の
上
越
柏
崎
線
（
牧

村
宮
口
か
ら
安
塚
町
和
田
）
と
、
上

越
松
之
山
線
（
安
塚
町
和
田
か
ら
松

之
山
町
天
水
島
）
と
、
上
越
安
塚
津

南
線
（
松
之
山
町
天
水
島
か
ら
津
南

町
樽
田
）
の
三
県
道
が
国
道
に
昇
格

し
た
も
の
で
す
。
津
南
町
か
ら
塩
沢

町
ま
で
は
（
国
道
一
一
七
号
線
が
六

・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
国
道
三
五
三

号
線
の
一
八
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

重
用
路
線
と
な
り
ま
す
。

　
改
良
延
長
は
七
〇
％
で
六
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
舗
装
延
長
は
九
三
％
で

八
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
道
路
管
理
は

国
か
ら
委
託
を
受
け
た
県
が
、
今
ま

で
通
り
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
牧
村
と
安
塚
町
で
は
、
こ
の
四
〇

五
号
線
が
初
め
て
の
国
道
で
す
。
四

月
二
十
六
日
牧
村
体
育
館
で
も
、
郡

土
木
協
会
の
主
催
に
よ
り
祝
賀
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
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国道誕生により上越圏と魚沼圏との文惣交流が一層強まる・

　　　　／　　　　　　　　、353号

253号

松代町

六日町

117号

17号
十日町市

塩沢町
中里村

＼353号

津南町

重用路線

（国117・国353

浦川原村頸城村

大島村
253号

松之山町安塚町

（
天
水
島
）

遡
　
水
　
天沢

　浦田
（中立山

上越市
三和村
　　　牧村

国道405号線18号
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あなたの健康はあなた自身で

ダ

‘
国
保
は
み
ん
な
の

助
け
合
い
の

保
険
で
す

　
私
た
ち
は
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で

あ
り
た
い
。

　
明
る
く
住
み
よ
い
家
庭
や
社
会
を

築
き
、
幸
福
を
願
う
た
め
に
は
、
ま

ず
健
康
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
大
き
な
願
い
を
守
る
た

め
に
国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
は
、

み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
あ
な
た
の
健

康
を
守
る
保
険
な
の
で
す
。

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
、

あ
な
た
が
支
払
う
の
は
、
三
割
だ
け

で
、
残
り
の
七
割
は
国
保
か
ら
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
費
用
は
、
み

ん
な
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て

出
し
合
っ
た
国
保
税
と
、
国
の
補
助

金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
理
解
と
協
力
な
し
で
は
、

国
保
は
運
営
で
き
ま
せ
ん
。
あ
な
た

の
体
と
同
様
に
み
ん
な
の
国
保
も
大

切
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

健
康
は

国
保
の
家
計
を

助
け
ま
す

　
健
康
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
し

か
し
あ
な
た
の
健
康
は
、
あ
な
た
自

身
が
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

健
康
管
理
は
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を

も
っ
て
考
え
実
行
し
て
い
く
も
の
な

の
で
す
。
病
気
に
な
っ
て
は
じ
め
て

健
康
の
あ
り
が
た
さ
に
気
づ
く
よ
う

で
は
遅
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。

　
健
康
へ
の
願
い
が
大
き
け
れ
ば
大

き
い
ほ
ど
、
健
康
へ
の
日
頃
の
努
力

は
あ
な
た
の
務
め
で
す
。

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
、
散
歩
、

体
操
な
ど
あ
な
た
の
体
に
あ
っ
た
運

動
は
、
心
が
ま
え
次
第
で
い
つ
で
も

簡
単
に
は
じ
め
ら
れ
ま
す
。
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
・
じ
ゅ

う
ぶ
ん
な
休
養
と
い
う
こ
と
も
是
非

実
行
し
た
い
も
の
で
す
。

　
あ
な
た
も
日
頃
か
ら
健
康
に
注
意

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
の

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
が
あ
な
た
の

家
計
を
助
け
る
よ
う
に
、
あ
な
た
の

健
康
へ
の
注
意
や
、
国
保
へ
の
理
解

が
、
国
保
の
家
計
を
助
け
る
の
で
す
。

増
え
る
医
療
費

年
間
一
人
当
り

＋
二
万
円

　
国
保
の
医
療
費
は
増
え
続
け
て
い

ま
す
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
で
は
、
一
人
平

均
一
年
間
で
約
十
二
万
円
、
老
人
で

は
約
三
十
八
万
円
の
医
療
費
が
使
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
国
保
税
は
住
民
税
と
違
い
、
国
保

か
ら
支
払
わ
れ
る
医
療
費
に
応
じ
て

決
ま
り
ま
す
。
医
療
費
が
増
え
続
け

れ
ば
、
国
保
税
は
年
々
高
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。

医
療
費
の
45
％
は

国
の
補
助
金

　
国
保
は
あ
な
た
の
家
計
と
同
じ
で
、

病
人
が
増
え
、
医
療
費
が
増
え
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
高
い
国
保
税
を
み
ん
な
で

出
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
保
に
は
、
み
な
さ
ん
の
医
療
費

円
万
4

の
四
十
五
％
の
お
金
が
国
か
ら
補
助

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
保
税
は
年
々
高

く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
国
保
が
あ

な
た
に
支
払
っ
て
い
る
費
用
に
比
べ

て
も
、
ま
た
、
い
ざ
病
気
と
い
う
場

合
の
備
え
と
し
て
も
決
し
て
高
く
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

度

12万円
1人当りの医療費

3

2

1
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寅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
員

康
保
健
民国

老
人
医
療
費
も

国
保
税
か
ら

支
払
っ
て
い
ま
す

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

病
気
に
な
っ
た
ら
安
心
し
て
お
医
者

さ
ん
で
治
し
て
く
だ
さ
い
。
お
年
寄

り
は
お
金
を
窓
口
で
支
払
わ
な
く
て

も
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
医
療
費
の
大
部
分

は
、
み
ん
な
が
国
保
税
を
出
し
合
っ

て
い
る
国
保
で
支
払
っ
て
い
ま
す
の

で
、
み
ん
な
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
お
年
寄
り
の
医
療
費
は
、
と
て
も

大
き
な
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
の
お
年
寄
り
の

医
療
費
は
、
一
人
平
均
一
年
間
で
約

三
十
八
万
円
で
す
が
、
こ
れ
は
お
年

寄
り
以
外
の
人
の
三
倍
に
あ
た
り
、

国
保
全
体
の
人
員
の
十
四
％
の
人
で
、

国
保
費
用
の
四
十
四
％
を
お
年
寄
り

の
医
療
費
が
占
め
て
お
り
ま
す
。

噸十…
日赤社費まとまる

4月にお願いした日赤社費は、次のよう

にまとまりましたので報告いたします。

　　　　　　　　　社員数　　社費額

　　300円社員　1，236人　370，800円

　　400円社員　　　　2人　　　800円

　　500円社員　　　12人　　6，000円

　1，000円社員　　　　6人　　6，000円

　　　合計1，256人383，600円

社費額は全額日赤新潟県支部に送金しま

した。

社費は災害救護事業、血液事業、救急活

動など赤十字活動に役立っています。

医
療
費
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
あ
な
た
の

ご
家
庭
で
お
医
者
さ
ん
に
受
診
さ
れ

た
際
の
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
、
健

康
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
に
つ

い
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
六
月
の
末
に
第
一
回
を
配
布
い
た

し
ま
す
が
、
今
年
度
は
六
回
（
六
・

八
・
九
・
十
一
月
、
・
五
十
八
年
一
．

三
月
）
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
大
切
な
保
険
税
を
有
効
に
使
う
た

め
に
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
健
康
管

理
に
十
分
心
が
け
健
康
で
明
る
い
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

低所得、身体障害者世帯に資金援助

　　　　　　　　　　世帯更正資金年3％で借りられる

　世帯更正資金は地区担当民生委員を通じ、低所得世帯や身体障害者世

帯に対して、経済的自立と生活意欲の助長促進を図り、安定した生活が

営めるようにすることを目的として、低利（年3パーセント）で貸付け

るものであります。

　資金　借入を希望する方、詳しい内容をお聞きになりたい方は、地区

担当民生委員か社協事務局（住民課福祉係）におたずねください。

資金の種類 貸　　付　　限　　度　　額 据置期間 償還期間

更
正
資
金

生業費
・・α…円（難識晶）以内

1　年 7年以内

支度　費 65，000円
6ケ月 6　年

技能習得費 月額12，000円（特別貸付110，000円）

更身
正体障

資害

金者

生業費
・・α・0・円（霧唇必要蹴篇）

1　年 9　年

支度　費 65，000円 6ケ月
8　年

技能習得費 月額12，000円（特別貸付110，000円） 1　年
生　活　資　金 月額44，000円（特別貸付月額67，000円） 6ケ月 5　年

福　祉　資　金 140，000円

出産65，000円

葬祭97，000円

転宅60，000円

6ケ月 3　年

住　宅　資　金
85α・00円（箋唇必要1鷺綱

6ケ月 6　年

修
学
資
金

修学費
別に定める学校種別に応じた金額とする

（詳細は社協事務局へお問い合せ下さい）
卒業後

6ケ月
8　年

就学支度費 65，000円

療　養　資　金
15α000円（蕩唇必要と弩搬畠）

6ケ月 5　年

災害援護資金 600，000円（特別貸付1，800，000円） 1　年 7　年

5
月
に
あ
っ
た
行
事

6
日

7
日

121110
日日日

13
日

14
日

15
日

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
（
曽
根
、
西

之
前
）

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
（
松
里
、
上
蝦
池
）

町
教
育
重
点
施
策
推
進
委
員

会大
厳
寺
牧
場
運
営
協
議
会

観
光
協
会
総
会

消
防
分
団
長
会
議

糖
尿
病
検
診
結
果
お
知
ら
せ

会
（
九
人
）

母
子
健
康
相
談

松
里
土
地
改
良
組
合
総
会

町
内
小
学
校
修
学
旅
行
（
新

潟
市
へ
）

母
子
健
康
相
談

県
中
学
校
長
会
代
議
員
会
松

之
山
大
会

土
地
改
良
入
札
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あなたの健康はあなた自身で

ダ

‘
国
保
は
み
ん
な
の

助
け
合
い
の

保
険
で
す

　
私
た
ち
は
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で

あ
り
た
い
。

　
明
る
く
住
み
よ
い
家
庭
や
社
会
を

築
き
、
幸
福
を
願
う
た
め
に
は
、
ま

ず
健
康
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
大
き
な
願
い
を
守
る
た

め
に
国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
は
、

み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
あ
な
た
の
健

康
を
守
る
保
険
な
の
で
す
。

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
、

あ
な
た
が
支
払
う
の
は
、
三
割
だ
け

で
、
残
り
の
七
割
は
国
保
か
ら
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
費
用
は
、
み

ん
な
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て

出
し
合
っ
た
国
保
税
と
、
国
の
補
助

金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
理
解
と
協
力
な
し
で
は
、

国
保
は
運
営
で
き
ま
せ
ん
。
あ
な
た

の
体
と
同
様
に
み
ん
な
の
国
保
も
大

切
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

健
康
は

国
保
の
家
計
を

助
け
ま
す

　
健
康
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
し

か
し
あ
な
た
の
健
康
は
、
あ
な
た
自

身
が
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

健
康
管
理
は
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を

も
っ
て
考
え
実
行
し
て
い
く
も
の
な

の
で
す
。
病
気
に
な
っ
て
は
じ
め
て

健
康
の
あ
り
が
た
さ
に
気
づ
く
よ
う

で
は
遅
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。

　
健
康
へ
の
願
い
が
大
き
け
れ
ば
大

き
い
ほ
ど
、
健
康
へ
の
日
頃
の
努
力

は
あ
な
た
の
務
め
で
す
。

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
、
散
歩
、

体
操
な
ど
あ
な
た
の
体
に
あ
っ
た
運

動
は
、
心
が
ま
え
次
第
で
い
つ
で
も

簡
単
に
は
じ
め
ら
れ
ま
す
。
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
・
じ
ゅ

う
ぶ
ん
な
休
養
と
い
う
こ
と
も
是
非

実
行
し
た
い
も
の
で
す
。

　
あ
な
た
も
日
頃
か
ら
健
康
に
注
意

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
の

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
が
あ
な
た
の

家
計
を
助
け
る
よ
う
に
、
あ
な
た
の

健
康
へ
の
注
意
や
、
国
保
へ
の
理
解

が
、
国
保
の
家
計
を
助
け
る
の
で
す
。

増
え
る
医
療
費

年
間
一
人
当
り

＋
二
万
円

　
国
保
の
医
療
費
は
増
え
続
け
て
い

ま
す
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
で
は
、
一
人
平

均
一
年
間
で
約
十
二
万
円
、
老
人
で

は
約
三
十
八
万
円
の
医
療
費
が
使
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
国
保
税
は
住
民
税
と
違
い
、
国
保

か
ら
支
払
わ
れ
る
医
療
費
に
応
じ
て

決
ま
り
ま
す
。
医
療
費
が
増
え
続
け

れ
ば
、
国
保
税
は
年
々
高
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。

医
療
費
の
45
％
は

国
の
補
助
金

　
国
保
は
あ
な
た
の
家
計
と
同
じ
で
、

病
人
が
増
え
、
医
療
費
が
増
え
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
高
い
国
保
税
を
み
ん
な
で

出
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
保
に
は
、
み
な
さ
ん
の
医
療
費

円
万
4

の
四
十
五
％
の
お
金
が
国
か
ら
補
助

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
保
税
は
年
々
高

く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
国
保
が
あ

な
た
に
支
払
っ
て
い
る
費
用
に
比
べ

て
も
、
ま
た
、
い
ざ
病
気
と
い
う
場

合
の
備
え
と
し
て
も
決
し
て
高
く
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

度

12万円
1人当りの医療費

3

2

1
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寅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
員

康
保
健
民国

老
人
医
療
費
も

国
保
税
か
ら

支
払
っ
て
い
ま
す

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

病
気
に
な
っ
た
ら
安
心
し
て
お
医
者

さ
ん
で
治
し
て
く
だ
さ
い
。
お
年
寄

り
は
お
金
を
窓
口
で
支
払
わ
な
く
て

も
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
医
療
費
の
大
部
分

は
、
み
ん
な
が
国
保
税
を
出
し
合
っ

て
い
る
国
保
で
支
払
っ
て
い
ま
す
の

で
、
み
ん
な
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
お
年
寄
り
の
医
療
費
は
、
と
て
も

大
き
な
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
の
お
年
寄
り
の

医
療
費
は
、
一
人
平
均
一
年
間
で
約

三
十
八
万
円
で
す
が
、
こ
れ
は
お
年

寄
り
以
外
の
人
の
三
倍
に
あ
た
り
、

国
保
全
体
の
人
員
の
十
四
％
の
人
で
、

国
保
費
用
の
四
十
四
％
を
お
年
寄
り

の
医
療
費
が
占
め
て
お
り
ま
す
。

噸十…
日赤社費まとまる

4月にお願いした日赤社費は、次のよう

にまとまりましたので報告いたします。

　　　　　　　　　社員数　　社費額

　　300円社員　1，236人　370，800円

　　400円社員　　　　2人　　　800円

　　500円社員　　　12人　　6，000円

　1，000円社員　　　　6人　　6，000円

　　　合計1，256人383，600円

社費額は全額日赤新潟県支部に送金しま

した。

社費は災害救護事業、血液事業、救急活

動など赤十字活動に役立っています。

医
療
費
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
あ
な
た
の

ご
家
庭
で
お
医
者
さ
ん
に
受
診
さ
れ

た
際
の
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
、
健

康
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
に
つ

い
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
六
月
の
末
に
第
一
回
を
配
布
い
た

し
ま
す
が
、
今
年
度
は
六
回
（
六
・

八
・
九
・
十
一
月
、
・
五
十
八
年
一
．

三
月
）
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
大
切
な
保
険
税
を
有
効
に
使
う
た

め
に
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
健
康
管

理
に
十
分
心
が
け
健
康
で
明
る
い
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

低所得、身体障害者世帯に資金援助

　　　　　　　　　　世帯更正資金年3％で借りられる

　世帯更正資金は地区担当民生委員を通じ、低所得世帯や身体障害者世

帯に対して、経済的自立と生活意欲の助長促進を図り、安定した生活が

営めるようにすることを目的として、低利（年3パーセント）で貸付け

るものであります。

　資金　借入を希望する方、詳しい内容をお聞きになりたい方は、地区

担当民生委員か社協事務局（住民課福祉係）におたずねください。

資金の種類 貸　　付　　限　　度　　額 据置期間 償還期間

更
正
資
金

生業費
・・α…円（難識晶）以内

1　年 7年以内

支度　費 65，000円
6ケ月 6　年

技能習得費 月額12，000円（特別貸付110，000円）

更身
正体障

資害

金者

生業費
・・α・0・円（霧唇必要蹴篇）

1　年 9　年

支度　費 65，000円 6ケ月
8　年

技能習得費 月額12，000円（特別貸付110，000円） 1　年
生　活　資　金 月額44，000円（特別貸付月額67，000円） 6ケ月 5　年

福　祉　資　金 140，000円

出産65，000円

葬祭97，000円

転宅60，000円

6ケ月 3　年

住　宅　資　金
85α・00円（箋唇必要1鷺綱

6ケ月 6　年

修
学
資
金

修学費
別に定める学校種別に応じた金額とする

（詳細は社協事務局へお問い合せ下さい）
卒業後

6ケ月
8　年

就学支度費 65，000円

療　養　資　金
15α000円（蕩唇必要と弩搬畠）

6ケ月 5　年

災害援護資金 600，000円（特別貸付1，800，000円） 1　年 7　年

5
月
に
あ
っ
た
行
事

6
日

7
日

121110
日日日

13
日

14
日

15
日

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
（
曽
根
、
西

之
前
）

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
（
松
里
、
上
蝦
池
）

町
教
育
重
点
施
策
推
進
委
員

会大
厳
寺
牧
場
運
営
協
議
会

観
光
協
会
総
会

消
防
分
団
長
会
議

糖
尿
病
検
診
結
果
お
知
ら
せ

会
（
九
人
）

母
子
健
康
相
談

松
里
土
地
改
良
組
合
総
会

町
内
小
学
校
修
学
旅
行
（
新

潟
市
へ
）

母
子
健
康
相
談

県
中
学
校
長
会
代
議
員
会
松

之
山
大
会

土
地
改
良
入
札
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ことしの教育方針

豊かな人問性の育成を目指す

県中学校長代議員会松之山大会

心
の
通
う
教
育
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
現
に
努
め
る

　
昭
和
五
十
七
年
度
、
県
中
学
校
長
会
代
議
員
会
松
之
山
大
会
が
五

月
十
四
日
町
民
体
育
館
に
一
八
○
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
今
年
の

中
学
の
教
育
方
針
「
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を
目
指
す
中
学
校
教
育

の
充
実
」
を
決
め
ま
し
た
。

　
新
緑
の
季
節
に
、
古
く
か
ら
奥
越

後
の
温
泉
地
と
し
て
知
ら
れ
た
松
之

山
で
会
を
催
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
喜
ぶ
と
共
に
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

理
解
を
深
め
、
生
徒
の
目
的
意
識
や

判
断
力
を
養
い
、
充
実
し
た
学
校
生

活
が
送
ら
れ
る
よ
う
、
各
中
学
校
の

指
導
の
充
実
と
、
都
市
化
に
伴
い
中

学
生
の
非
行
件
数
が
大
幅
に
上
昇
し

て
い
る
こ
と
の
防
止
対
策
に
つ
い
て

各
分
科
会
で
真
剣
な
討
議
と
提
言
を

お
願
い
し
た
い
と
の
大
久
保
正
司
会

長
（
新
潟
白
新
中
学
）
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、
全
体
会
議
で
今
年
の

中
学
教
育
の
指
導
態
勢
と
し
て
、
非

行
防
止
、
ゆ
と
り
と
充
実
、
心
の
通

う
中
学
教
育
の
実
現
に
努
め
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

〈
中
学
教
育
の
指
導
態
勢
を
決
め
た
松
之
山
大
会
■
分
科
会
で
討
議
さ
れ
た
お
も
な

事
項

　
　
　
　
　
　
　
1
教
育
課
程
部

　
○
「
ゆ
と
り
と

　
　
充
実
」
を
目

　
　
指
す
教
育
活

　
　
動
の
展
開
。

　
○
授
業
時
数
の

　
　
確
保
と
学
習

　
　
指
導
の
質
的

　
　
改
善
。

2
生
徒
指
導
部

　
○
生
徒
指
導
体

　
　
制
の
見
直
し

　
　
を
ど
の
よ
う

　
　
に
す
す
め
た

ら
よ
い
か
。

　
o
非
行
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
認

　
　
識
し
、
ど
う
取
り
組
む
か
。

3
進
路
指
導
部

　
○
中
学
校
と
高
等
学
校
と
の
密
接

　
　
な
連
携
と
進
路
指
導
体
制
の
充

　
　
実
。

　
o
進
路
指
導
を
学
校
経
営
の
中
で

　
　
と
ら
え
る
努
力
。

4
辺
地
教
育
部

　
○
へ
き
地
中
学
校
の
教
育
諸
条
件

　
　
整
備
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
、

　
　
改
善
の
促
進
を
図
る
。

5
教
職
員
部

　
○
教
師
が
一
致
し
て
生
徒
の
非
行

　
　
予
防
、
自
己
実
現
を
図
る
た
め

　
　
の
校
内
研
修
充
実
策
検
討
と
実

　
　
践
。

　
○
実
情
に
合
っ
た
定
数
改
善
、
県

　
　
単
定
数
配
当
実
現
及
び
人
事
異

　
　
動
上
の
諸
問
題
改
善
の
た
め
の

　
　
資
料
整
備
と
要
望
。

6
財
政
部

　
○
新
教
育
課
程
全
面
実
施
一
年
経

　
　
過
に
伴
っ
て
生
じ
た
教
育
条
件

　
　
整
備
上
の
問
題
点
と
解
決
策
の

　
　
検
討
。

　
○
新
教
育
課
程
全
面
実
施
一
年
の

　
　
経
過
の
結
果
、
移
行
期
問
中
と

　
　
は
異
な
る
問
題
点
が
生
じ
て
い

　
　
る
の
で
、
県
中
が
掲
げ
る
基
本

　
　
方
針
、
更
に
は
「
授
業
の
質
的

　
　
向
上
」
「
指
導
の
個
別
化
」
等
の

　
　
具
体
的
観
点
か
ら
、
現
在
の
物

　
　
的
環
境
条
件
を
検
討
す
る
。

1817
日日

19
日

20
日

2221
日　日

2623
日　日

3027
日　日

▽
高
橋
組
請
負
　
団
体
営
地

　
す
べ
り
関
連
ほ
場
整
備

　
（
天
水
越
）
三
・
四
㎞

▽
飯
塚
組
請
負
　
ミ
ニ
総
パ

　
（
湯
之
島
）
四
二
㎞

松
之
山
温
泉
ま
つ
り
（
1
6
日

ま
で
）

早
朝
野
球
開
幕

温
泉
委
員
会

寄
生
虫
検
査
（
一
般
住
民
）

貧
血
検
査
（
小
中
学
）

町
内
小
、
中
学
校
貧
血
検
査

第
1
0
回
上
越
地
方
植
樹
祭

（
吉
川
町
）

産
業
祭
企
画
打
合
会
（
1
0
月

31

日
産
業
祭
予
定
）

議
会
建
設
委
員
会
（
22
日
ま
で
）

母
親
学
校
（
六
人
）

牧
場
開
牧
八
十
三
頭
放
牧

（
2
1
一
日
ま
で
）

町
教
員
協
議
会
総
会

新
任
教
職
員
町
内
巡
視

林
道
入
札

▽
高
橋
組
請
負
中
原
大
厳

　
寺
線
改
良
（
浦
田
）
三
五
一
m

▽
福
田
道
路
請
負
　
野
々
海

　
天
水
越
線
（
天
水
越
）
舗
装

　
五
二
九
m
。
中
原
大
厳
寺

　
線
（
浦
田
）
舗
装
三
五
〇
m

山
菜
を
楽
し
む
会

飯
山
線
沿
線
観
光
連
盟
総
会

（
栄
村
〉

議
会
産
業
経
済
委
員
会

議
会
総
務
民
生
委
員
会

探
鳥
会
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農
用
地
高
度
利
用
促
進
事
業

安
心
で
き
る
貸
し
借
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
地
を
活
か
し
ま
し
よ
う

三
年
以
上
の
賃
借
権
設
定
で

　
貸
し
手
に
奨
励
金
交
付

　
最
近
で
は
、
後
継
者
な
ど
が
い
な

い
た
め
不
作
付
け
農
地
や
耕
作
放
棄

地
が
増
大
し
、
せ
っ
か
く
の
農
地
が

有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

す
。
他
方
で
は
、
今
後
と
も
農
業
を

続
け
た
い
と
い
う
高
い
技
術
と
装
備

を
持
っ
た
意
欲
あ
る
農
業
者
も
多
く
、

な
ん
と
か
農
業
で
自
立
し
よ
う
と
機

械
や
施
設
の
効
率
利
用
を
め
ざ
し
規

模
拡
大
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
事
業
は
農
業
委
員

等
が
農
地
流
動
化
推
進
員
と
な
っ
て
、

耕
作
規
模
を
縮
小
す
る
農
家
等
が
利

用
権
設
定
等
促
進
事
業
等
に
よ
り
、

安
心
し
て
農
地
を
貸
し
出
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
相
談
を
行
い
、
三
年
以

上
の
利
用
権
を
設
定
し
た
貸
し
手
農

家
に
対
し
て
、
農
地
流
動
化
奨
励
金

を
交
付
す
る
な
ど
、
村
や
地
域
の
農

業
を
真
に
担
っ
て
い
く
者
の
育
成
に

結
び
つ
く
農
地
の
有
効
利
用
を
促
進

し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　

第
一
回
目
亀
ヘ
ク
タ
ー
ル

　14

万
円
の
奨
励
金

　
本
事
業
は
5
7
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
第
一
回
目
の
農
用
地
利
用
増
進

計
画
は
三
月
の
農
業
委
員
会
総
会
で

決
定
さ
れ
、
県
の
承
認
を
受
け
た
の

ち
四
月
二
十
六
日
付
で
告
示
さ
れ
、

個
々
の
契
約
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
今
回
公
告
さ
れ
た
農
地
は
全
部
賃

貸
借
の
契
約
で
、
件
数
四
十
九
件
、

面
積
八
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
奨
励

金
一
四
〇
万
円
余
り
は
貸
し
手
に
交

付
零
曝
ず
。

　
次
回
は
十
一
月
に
公
告
さ
れ
る
の

で
、
農
地
の
賃
貸
借
を
新
た
に
行
う

も
の
（
農
地
法
の
契
約
で
既
に
期
間

満
了
の
も
の
を
含
む
）
や
、
従
来
の

委
託
（
ヤ
ミ
）
小
作
も
該
当
す
る
の

で
契
約
す
る
場
合
は
、
十
月
十
日
ま

で
に
最
寄
の
農
業
委
員
．
に
申
し
出
て

下
さ
い
。

　
事
業
に
つ
い
て
不
明
点
は
、
役
場

農
業
委
員
会
係
（
内
線
3
4
、
3
5
）
に

御
照
会
下
さ
い
。

　
尚
農
地
法
で
の
売
買
・
賃
貸
借
等

は
、
従
来
と
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

旺
流
動
化
奨
励
金
の
金
額
腔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
a
当
り
）

対
　
象
　
地

農
地

間期

三
年
～
六
年
未
満

一
万
円

六
年
以
上
二
万
円

31
日
　
農
業
委
員
会

6
月
の
行
事
予
定

3
日

7
日

8
日

中131211
旬日日日

中
旬
以
降

健康づくりO食生活
鰯潔◎溶鎌鉱◆ム◎誉◎欝憩営轡’

　子供や妊産婦に必要な

　　　　　　　　　　　　　カルシウム

　骨や歯をつくるカルシウムは、わたしたちの体に

欠くことのできない栄養素です。

　最近、カルシウムヘの関心が高まっていますが、

その理由としては、骨折やむし歯が多く発生してい

ることが挙げられます。

　カルシウムが、特に妊産婦や成長期の子供に必要

なのは言うまでもありません。しかし、人の体にカ

ルシウムの必要なことは、大人も子供も変わりあり

ません。まして高齢化が進んでいる現在、老年期の

健康を守るためにも、若いうちからカルシウムを十

分摂取するよう心掛けたいものです。

　カルシウムには骨や歯をつくるほかにも、血液を

凝固させたり、神経の興奮を抑える働きがあります。

これは血液中をご溶けているカルシウムによるもので

す。このカルシウムが消費されると、ホルモンの働

きで骨の中のカルシウム分から補う仕組みがありま

す。ですから、骨のカルシウムはいつも十分に蓄え

ておかなければなりません。

　　牛乳や乳製品を食べよう

　カルシウムをたくさんとり入れるためには、カル

シウムに富んだ吸収のよい食品、例えば、牛乳や乳

製品などを食べるようにします。また同時に、カル

シウムの吸収を助ける良質のタンパク質やビタミン

D（レバーなど）をとったり、直射日光を浴びて紫

外線に当たるのも、カルシウムの補給に効果があり

ます。

　反対に、インスタントラーメンなどの加工食品を

食べすぎたり、糖分をとりすぎると体内のカルシウ

ムのバランスが崩れる恐れがありますから、注意し

ましょう。

171615
日　日日

18
日

24232220下
日日日日旬

28　27　26　25

日日日日

町
内
小
、
中
教
職
員
・
児
童
．

生
徒
尿
検
査

母
子
健
康
相
談
（
松
之
山
・
松

里
）

母
子
健
康
相
談
（
布
川
・
浦
田
）

町
傷
疾
軍
人
会
総
会

保
育
所
歯
科
検
診

農
業
共
済
婦
人
講
座

町
青
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
本
脳
炎
予
防
接
種
（
三
歳
・

四
歳
・
小
丁
小
五
・
中
二
）

　
　
栄
養
改
善
事
業
（
実
施

す
る
部
落
に
通
知
し
ま
す
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
評
議
貝
会

教
育
委
員
学
校
巡
視

浦
田
温
泉
掘
削
起
工
式

レ
ン
ト
ゲ
ン
（
天
水
島
・
上
の

山
・
北
浦
田
・
湯
之
島
・
豊
田
）

レ
ン
ト
ゲ
ン
（
光
間
・
松
之

山
・
小
谷
・
黒
倉
）

放
牧
プ
ケ
月
検
査

町
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

婦
人
健
康
教
室

定
例
議
会
（
2
4
日
ま
で
）

幼
児
学
級
（
松
之
山
・
松
里
）

む
し
歯
予
防
講
演
会
『
（
浦
小
）

幼
児
学
級
（
布
川
・
浦
田
）

町
心
身
障
害
者
福
祉
会
総
会

若
妻
教
室
講
演
会

高
校
生
対
象
献
血
（
松
高
）
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ことしの教育方針

豊かな人問性の育成を目指す

県中学校長代議員会松之山大会

心
の
通
う
教
育
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
現
に
努
め
る

　
昭
和
五
十
七
年
度
、
県
中
学
校
長
会
代
議
員
会
松
之
山
大
会
が
五

月
十
四
日
町
民
体
育
館
に
一
八
○
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
今
年
の

中
学
の
教
育
方
針
「
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を
目
指
す
中
学
校
教
育

の
充
実
」
を
決
め
ま
し
た
。

　
新
緑
の
季
節
に
、
古
く
か
ら
奥
越

後
の
温
泉
地
と
し
て
知
ら
れ
た
松
之

山
で
会
を
催
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
喜
ぶ
と
共
に
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

理
解
を
深
め
、
生
徒
の
目
的
意
識
や

判
断
力
を
養
い
、
充
実
し
た
学
校
生

活
が
送
ら
れ
る
よ
う
、
各
中
学
校
の

指
導
の
充
実
と
、
都
市
化
に
伴
い
中

学
生
の
非
行
件
数
が
大
幅
に
上
昇
し

て
い
る
こ
と
の
防
止
対
策
に
つ
い
て

各
分
科
会
で
真
剣
な
討
議
と
提
言
を

お
願
い
し
た
い
と
の
大
久
保
正
司
会

長
（
新
潟
白
新
中
学
）
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、
全
体
会
議
で
今
年
の

中
学
教
育
の
指
導
態
勢
と
し
て
、
非

行
防
止
、
ゆ
と
り
と
充
実
、
心
の
通

う
中
学
教
育
の
実
現
に
努
め
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

〈
中
学
教
育
の
指
導
態
勢
を
決
め
た
松
之
山
大
会
■
分
科
会
で
討
議
さ
れ
た
お
も
な

事
項

　
　
　
　
　
　
　
1
教
育
課
程
部

　
○
「
ゆ
と
り
と

　
　
充
実
」
を
目

　
　
指
す
教
育
活

　
　
動
の
展
開
。

　
○
授
業
時
数
の

　
　
確
保
と
学
習

　
　
指
導
の
質
的

　
　
改
善
。

2
生
徒
指
導
部

　
○
生
徒
指
導
体

　
　
制
の
見
直
し

　
　
を
ど
の
よ
う

　
　
に
す
す
め
た

ら
よ
い
か
。

　
o
非
行
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
認

　
　
識
し
、
ど
う
取
り
組
む
か
。

3
進
路
指
導
部

　
○
中
学
校
と
高
等
学
校
と
の
密
接

　
　
な
連
携
と
進
路
指
導
体
制
の
充

　
　
実
。

　
o
進
路
指
導
を
学
校
経
営
の
中
で

　
　
と
ら
え
る
努
力
。

4
辺
地
教
育
部

　
○
へ
き
地
中
学
校
の
教
育
諸
条
件

　
　
整
備
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
、

　
　
改
善
の
促
進
を
図
る
。

5
教
職
員
部

　
○
教
師
が
一
致
し
て
生
徒
の
非
行

　
　
予
防
、
自
己
実
現
を
図
る
た
め

　
　
の
校
内
研
修
充
実
策
検
討
と
実

　
　
践
。

　
○
実
情
に
合
っ
た
定
数
改
善
、
県

　
　
単
定
数
配
当
実
現
及
び
人
事
異

　
　
動
上
の
諸
問
題
改
善
の
た
め
の

　
　
資
料
整
備
と
要
望
。

6
財
政
部

　
○
新
教
育
課
程
全
面
実
施
一
年
経

　
　
過
に
伴
っ
て
生
じ
た
教
育
条
件

　
　
整
備
上
の
問
題
点
と
解
決
策
の

　
　
検
討
。

　
○
新
教
育
課
程
全
面
実
施
一
年
の

　
　
経
過
の
結
果
、
移
行
期
問
中
と

　
　
は
異
な
る
問
題
点
が
生
じ
て
い

　
　
る
の
で
、
県
中
が
掲
げ
る
基
本

　
　
方
針
、
更
に
は
「
授
業
の
質
的

　
　
向
上
」
「
指
導
の
個
別
化
」
等
の

　
　
具
体
的
観
点
か
ら
、
現
在
の
物

　
　
的
環
境
条
件
を
検
討
す
る
。

1817
日日

19
日

20
日

2221
日　日

2623
日　日

3027
日　日

▽
高
橋
組
請
負
　
団
体
営
地

　
す
べ
り
関
連
ほ
場
整
備

　
（
天
水
越
）
三
・
四
㎞

▽
飯
塚
組
請
負
　
ミ
ニ
総
パ

　
（
湯
之
島
）
四
二
㎞

松
之
山
温
泉
ま
つ
り
（
1
6
日

ま
で
）

早
朝
野
球
開
幕

温
泉
委
員
会

寄
生
虫
検
査
（
一
般
住
民
）

貧
血
検
査
（
小
中
学
）

町
内
小
、
中
学
校
貧
血
検
査

第
1
0
回
上
越
地
方
植
樹
祭

（
吉
川
町
）

産
業
祭
企
画
打
合
会
（
1
0
月

31

日
産
業
祭
予
定
）

議
会
建
設
委
員
会
（
22
日
ま
で
）

母
親
学
校
（
六
人
）

牧
場
開
牧
八
十
三
頭
放
牧

（
2
1
一
日
ま
で
）

町
教
員
協
議
会
総
会

新
任
教
職
員
町
内
巡
視

林
道
入
札

▽
高
橋
組
請
負
中
原
大
厳

　
寺
線
改
良
（
浦
田
）
三
五
一
m

▽
福
田
道
路
請
負
　
野
々
海

　
天
水
越
線
（
天
水
越
）
舗
装

　
五
二
九
m
。
中
原
大
厳
寺

　
線
（
浦
田
）
舗
装
三
五
〇
m

山
菜
を
楽
し
む
会

飯
山
線
沿
線
観
光
連
盟
総
会

（
栄
村
〉

議
会
産
業
経
済
委
員
会

議
会
総
務
民
生
委
員
会

探
鳥
会
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農
用
地
高
度
利
用
促
進
事
業

安
心
で
き
る
貸
し
借
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
地
を
活
か
し
ま
し
よ
う

三
年
以
上
の
賃
借
権
設
定
で

　
貸
し
手
に
奨
励
金
交
付

　
最
近
で
は
、
後
継
者
な
ど
が
い
な

い
た
め
不
作
付
け
農
地
や
耕
作
放
棄

地
が
増
大
し
、
せ
っ
か
く
の
農
地
が

有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

す
。
他
方
で
は
、
今
後
と
も
農
業
を

続
け
た
い
と
い
う
高
い
技
術
と
装
備

を
持
っ
た
意
欲
あ
る
農
業
者
も
多
く
、

な
ん
と
か
農
業
で
自
立
し
よ
う
と
機

械
や
施
設
の
効
率
利
用
を
め
ざ
し
規

模
拡
大
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
事
業
は
農
業
委
員

等
が
農
地
流
動
化
推
進
員
と
な
っ
て
、

耕
作
規
模
を
縮
小
す
る
農
家
等
が
利

用
権
設
定
等
促
進
事
業
等
に
よ
り
、

安
心
し
て
農
地
を
貸
し
出
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
相
談
を
行
い
、
三
年
以

上
の
利
用
権
を
設
定
し
た
貸
し
手
農

家
に
対
し
て
、
農
地
流
動
化
奨
励
金

を
交
付
す
る
な
ど
、
村
や
地
域
の
農

業
を
真
に
担
っ
て
い
く
者
の
育
成
に

結
び
つ
く
農
地
の
有
効
利
用
を
促
進

し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　

第
一
回
目
亀
ヘ
ク
タ
ー
ル

　14

万
円
の
奨
励
金

　
本
事
業
は
5
7
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
第
一
回
目
の
農
用
地
利
用
増
進

計
画
は
三
月
の
農
業
委
員
会
総
会
で

決
定
さ
れ
、
県
の
承
認
を
受
け
た
の

ち
四
月
二
十
六
日
付
で
告
示
さ
れ
、

個
々
の
契
約
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
今
回
公
告
さ
れ
た
農
地
は
全
部
賃

貸
借
の
契
約
で
、
件
数
四
十
九
件
、

面
積
八
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
奨
励

金
一
四
〇
万
円
余
り
は
貸
し
手
に
交

付
零
曝
ず
。

　
次
回
は
十
一
月
に
公
告
さ
れ
る
の

で
、
農
地
の
賃
貸
借
を
新
た
に
行
う

も
の
（
農
地
法
の
契
約
で
既
に
期
間

満
了
の
も
の
を
含
む
）
や
、
従
来
の

委
託
（
ヤ
ミ
）
小
作
も
該
当
す
る
の

で
契
約
す
る
場
合
は
、
十
月
十
日
ま

で
に
最
寄
の
農
業
委
員
．
に
申
し
出
て

下
さ
い
。

　
事
業
に
つ
い
て
不
明
点
は
、
役
場

農
業
委
員
会
係
（
内
線
3
4
、
3
5
）
に

御
照
会
下
さ
い
。

　
尚
農
地
法
で
の
売
買
・
賃
貸
借
等

は
、
従
来
と
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

旺
流
動
化
奨
励
金
の
金
額
腔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
a
当
り
）

対
　
象
　
地

農
地

間期

三
年
～
六
年
未
満

一
万
円

六
年
以
上
二
万
円

31
日
　
農
業
委
員
会

6
月
の
行
事
予
定

3
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懸　
ヂ
　 じ

s
鱗松之山温泉まつり

わう

村上幸子さんを迎え、ラジオの公開録音

　残雪と新緑の大厳寺高原では黛じんぎすかん祭“

　村上幸子さんを迎えて第6回温泉まつりが5月

15・16日の両日、盛大に行われました。保育園児

による管領塚・上杉房能公の供養のあと、雅児

行列につづいて松里小鼓笛隊のパレードやちび

っこみこしなどが、観光客で賑わう温泉街をね

り歩きました。

　温泉入口のお祭広場では、野鳥こけしの製造

実演や山菜直売が行われ、夜に入って村上幸子

と芸能カラオケ大会の公開録音や、　120発の大

花火大会に、広場は2，500人の人で埋まりました

　翌16日は残雪と新緑の大厳寺高原で、ハング

グライダーやカラオケ大会などを楽しみながら

の“じんぎすかん祭。が開かれ、家族連れなど

約400人で賑わいました。

〉
家
族
で
楽
し
む
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

ぐ
二
千
五
百
人
の
観
衆
に
か
こ
ま
れ

　
英
声
で
う
た
う
村
上
幸
子
さ
ん

一
に
喜
ば
れ
た
大
活
躍
の
子
供
達

く
温
泉
街
を
ね
り
あ
る
く
ち
び
っ
二
み
二
し

舗

　
　
歯
の
衛
生
週
間

隠
騨
劉

　
六
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一
週

間
は
歯
の
衛
生
週
間
で
す
。
歯
の
衛

生
に
つ
い
て
の
知
識
を
広
め
、
む
し

歯
な
ど
歯
の
病
気
の
予
防
や
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
今
年
の
標
語
は
「
よ
い
歯
で
、
よ

く
か
み
、
よ
い
か
ら
だ
」
、
重
点
目
標

は
「
正
し
い
歯
口
清
掃
の
徹
底
」
で
、

歯
み
が
き
や
口
す
す
ぎ
を
習
慣
づ
け

て
常
に
口
の
中
を
清
潔
に
保
と
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　
松
之
山
町
の
子
供
が
む
し
歯
に
か

か
っ
て
い
る
割
合
は
、
五
十
六
年
度

で
小
学
生
の
八
二
・
八
％
、
中
学
生

九
八
・
○
％
で
十
人
の
う
ち
九
人
以

上
が
〃
む
し
歯
持
ち
〃
で
す
。
歯
を

正
し
く
み
が
き
、
い
つ
も
口
の
中
を

清
潔
に
保
つ
習
慣
を
つ
け
て
、
む
し

歯
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

むし歯にかかっている割合

　　　　（東頸城：56年度

小学校 中学校

牧村 37．2％ 80．2％

松代 49．0 80．4

安塚 62．3 90．6
浦川原 69．6 94．7

大島 70．0 99．2
松之山 82．8 98．O

社
会
福
祉
施
設

寄
附
金
の
報
告

　
部
落
総
代
さ
ん
を
通
じ
て
お
願
い

し
た
社
会
福
祉
施
設
へ
の
寄
附
金
に

つ
い
て
こ
の
ほ
ど
一
、
二
九
八
世
帯

か
ら
四
三
四
、
九
八
七
円
集
ま
り
ま

し
た
。
早
速
上
越
地
域
心
身
障
害
者

福
祉
施
設
設
置
促
進
協
議
会
あ
て
送

金
し
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
附
金
は
大
島
村
に
あ
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ほ
く
ら
園
」

に
も
配
分
さ
れ
ま
す
。

　
報
告
に
あ
わ
せ
て
ご
協
力
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
五
十
七

年
六
月
一
日
現
在
で
商
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
”
商
業
の
国
勢
調
査
”

と
も
い
わ
れ

る
も
の
で
、

わ
が
国
の
商

店
の
分
布
状

況
や
販
売
活

動
の
実
態
お

　
こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
県
、

町
に
お
け
る
商
業
の
育
成
、
流
通
機

構
の
近
代
化
な
ど
の
施
策
を
進
め
る

う
え
で
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
多

よ
び
商
品
の
全
国
的
な
流
通
状
況
な

ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
全
国
の

卸
売
業
・
小
売
業
お
よ
び
飲
食
店
を

営
ん
で
い
る
す
べ
て
の
商
店
を
対
象

に
行
わ
れ
ま
す
。

く
の
分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

各
商
店
が
経
営
指
針
を
作
る
際
に
も

広
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ

た
商
業
統
計
調
査
員
五
人
が
、
商
店

を
直
接
訪
問
し
、
調
査
票
に
記
入
し

て
い
た
だ
い
て
回
収
す
る
と
い
う
方

法
で
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
飲
食
店

の
う
ち
酒
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、
調

　
　
　
　
　
　
　
難
査
員
が
調

査
事
項
を

聞
き
と
り
、

調
査
票
に

記
入
す
る

方
法
等
で

行
い
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
る
調
査
票
は
、
統
計
法

に
よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す

の
で
正
確
な
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　児童手当を受けている方ヘ

　　　ー6月は現況届の提出期問です一

　児童手当の支給を受けている万は、6月1

日から30臼までの間に「児童手当現況届」を

町役場に提出することになっています。

　現況届は、引き続いて児童手当を受けるた

めの大切な手続きです。

　この現況届は、受給者の前年の所得の状況

と、6月1日現在での児童養育の状況などを

確認するために提出していただくものです。

　もし、この届けを出さないと、引き続いて

受給できる資格があっても、6月分以後の児

童手当の支払いを受けることができなくなり

ますから、必ず期限までに提出してください。

　なお、公務員の万は勤め先に提出してくだ

さい。
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日から30臼までの間に「児童手当現況届」を

町役場に提出することになっています。

　現況届は、引き続いて児童手当を受けるた

めの大切な手続きです。

　この現況届は、受給者の前年の所得の状況

と、6月1日現在での児童養育の状況などを

確認するために提出していただくものです。

　もし、この届けを出さないと、引き続いて

受給できる資格があっても、6月分以後の児

童手当の支払いを受けることができなくなり

ますから、必ず期限までに提出してください。

　なお、公務員の万は勤め先に提出してくだ

さい。
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梅雨どきの交通事故に気をつけよう

交通特別運動

6月15日～7月14日の1カ月間

　
梅
雨
ど
き
は
雨
の
た
め
見
と
お
し

が
悪
く
、
し
か
も
ス
リ
ッ
プ
し
や
す

い
こ
と
か
ら
、
毎
年
死
亡
や
重
大
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
県
警
察
で
は
六
月
十
五
日
か
ら
七

月
十
四
ま
で
の
一
カ
月
間
、
交
通
安

全
特
別
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
六
月
は
梅
雨
前
線
の
活
発
化
に
よ

り
、
長
雨
と
ジ
メ
ジ
メ
し
た
高
温
多

湿
の
季
節
で
肉
体
的
、
精
神
的
に
不

快
感
を
覚
え
る
月
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
こ
の
時
期
に
は
雨
天

が
直
接
、
間
接
に
原
因
と
な
っ
た
交

通
事
故
が
多
発
し
ま
す
が
、
特
に
死

亡
事
故
の
発
生
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
は

◎
雨
具
は
明
る
い
色
を
、
特
に
夜
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
松
之
山
駐
在
所
郎
長
中
村

村
　
　
す

仲
事
し

た
罪
願

参
す

　
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

◎
雨
の
日
は
身
軽
に
行
動
の
で
き
る

　
よ
う
に
、
こ
ど
も
に
は
あ
ま
り
物

　
を
持
た
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　
う
。

◎
雨
の
日
の
道
路
横
断
、
特
に
夜
間

　
は
右
、
左
の
安
全
を
確
か
め
、
無

　
理
な
横
断
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
こ
ど
も
や
お
年
寄
り
の
横
断
に
は
、

　
手
を
貸
す
か
、
一
声
か
け
て
注
意

　
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

◎
自
転
車
で
右
折
、
右
横
断
す
る
と

　
き
や
交
差
点
に
入
る
と
き
は
、
一

　
時
停
止
と
安
全
確
認
を
励
行
し
ま

　
し
ょ
う
◎

◎
前
方
が
見
え
な
い
よ
う
な
傘
の
さ

　
し
方
は
危
険
で
す
。

　
自
転
車
で
の
傘
さ
し
は
禁
じ
ら
れ

　
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は

◎
雨
の
日
の
運
転
は
、
ワ
イ
パ
ー
の

　
作
動
や
ガ
ラ
ス
の
曇
り
な
ど
か
ら

　
視
野
が
狭
く
、
特
に
左
側
部
分
が

　
良
く
見
え
な
い
の
で
、
交
差
点
や

　
横
断
歩
道
で
の
安
全
確
認
は
確
実

　
に
行
い
ま
し
よ
う
。

◎
雨
の
日
の
高
速
運
転
は
ス
リ
ッ
プ

　
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
雨
の
降
り

　
始
め
が
特
に
危
険
で
す
。

　
速
麿
は
控
え
ゆ
に
、
車
問
路
離
は

　
普
段
の
2
倍
の
鉄
則
を
守
り
ま
し

　
ょ
う
。

X
線
間
接
撮
影

　
　
　
　
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
の
日
程

　
結
核
健
康
診
断
の
間
接
撮
影
を
レ

ン
ト
ゲ
ン
車
に
よ
り
下
記
日
程
で
巡

回
実
施
し
ま
す
の
で
必
ず
う
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
結
核
は
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。

年
一
回
必
ず
健
康
診
断
「
レ
ン
ト
ゲ

ン
」
を
う
け
て
、
自
分
の
健
康
を
確

め
ま
し
ょ
う
。

六
月
十
七
日
　
松
之
山
中
学
校
生
徒

　
　
松
里
小
学
校
児
童
・
天
水
島
・

　
浦
田
小
学
校
児
童
・
上
の
山
・
北

　
浦
田
・
浦
田
中
学
校
生
徒
・
湯
之

島
・
豊
田

六
月
十
八
日
　
光
間
・
松
之
山
小
学

　
校
児
童
・
松
之
山
・
三
省
小
学
校

　
児
童
・
小
谷
・
松
之
山
小
黒
倉
分

校
児
童
・
黒
倉

七
月
十
二
日
　
東
川
小
学
校
児
童
・

　
東
川
・
下
蝦
池
・
上
暇
池
・
藤
倉

　
中
尾

八
月
十
八
日
　
新
田
・
曾
根
・
藤
原

　
・
西
之
前
・
中
立
山
・
中
原
・
田

　
麦
立
・
坂
中
・
月
池

八
月
十
九
日
　
上
湯
・
下
湯
・
中
坪

　
・
天
水
越

八
月
二
十
日
　
五
十
子
平
・
坪
野
・

　
赤
倉
・
東
山
・
兎
口
・
湯
山

八
月
二
十
三
日
　
下
川
手
・
上
川
手

　
・
大
荒
戸
・
新
山
・
水
梨

第
26
回
探
鳥
会

　
　
　
　
「
ノ
ジ
コ
」

　
五
月
二
十
九
・
三
十
日
の
両
日
松

之
山
町
・
大
島
保
健
所
・
町
野
鳥
愛

護
会
主
催
に
よ
り
、
第
二
十
六
回
町

探
鳥
会
が
松
之
山
温
泉
で
開
か
れ
ま

し
た
。
中
嶋
公
先
生
（
県
野
鳥
愛
護

会
常
任
委
員
）
を
講
師
に
迎
え
、
二

十
九
日
夜
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
の

講
演
が
あ
り
、
三
十
日
朝
五
時
、
約

五
十
人
が
参
加
し
て
小
鳥
の
さ
え
ず

り
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
湯
本
か
ら

湯
山
　
で
の
探
鳥
遊
歩
道
を
歩
き
ま な

ど
三
十
九
種
確
認

し
た
。

　
一
般
と
学
生
の
二
班
に
別
れ
、
午

前
八
時
ま
で
の
あ
い
だ
、
美
声
の
ア

カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
、
ノ
ジ
コ
、
姿
の
美

し
い
オ
オ
ル
リ
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ー
な

ど
三
十
九
種
を
確
認
し
ま
し
た
。
》
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親と子のふれあい活動

あなたもいがかですか！グ

　
公
民
館
で
は
、
親
と
子
の
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に

資
す
る
た
め
「
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い

活
動
事
業
」
を
計
画
し
ま
し
た
。
親

子
お
そ
ろ
い
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
、
事
業
内
容

　
●
目
七
宝
焼

　
　
期
間
　
六
月
～
十
月
（
五
回
）

　
　
場
所
　
松
之
山
町
公
民
館

顧
親
子
探
鳥
会

　
　
期
日
七
月
下
旬

　
　
場
所
　
大
松
山
・
湯
本

■
薬
草
採
集

　
　
期
日
　
八
月
五
日
（
木
）

　
　
場
所
大
松
山
付
近

・
競
子
写
生
会

　
　
期
日
　
十
月
十
七
日
（
日
）

　
　
場
所
大
松
山
付
近

一
一
、
対
　
象

　
町
内
在
住
の
親
と
子
（
主
と
し

て
小
学
生
）

　
参
加
希
望
者
は
、
氏
名
（
在
学

生
は
学
年
）
、
部
落
名
、
家
号
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
し
め
切
り
　
六
月
十
五
日

　
参
加
希
望
者
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
ら
、
集
っ
て
い
た
だ
い
て
打
合

せ
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

昭和57年度

心“灘
昭和37年4月から

　38年3月生まれまで

　
町
内
小
・
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
在

郷
の
方
、
町
外
に
お
ら
れ
る
方
に
は

そ
れ
ぞ
れ
ご
案
内
を
差
し
上
げ
る
わ

け
で
す
が
、
他
町
村
か
ら
お
嫁
に
来

ら
れ
た
方
や
、
出
身
が
松
之
山
以
外

と
い
う
方
は
、
な
か
な
か
わ
か
り
に

く
い
こ
と
か
ら
、
該
当
さ
れ
る
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
公
民
館
ま
で
ご
一

報
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
八
月
十
四
日
（
土
）

　
　
　
　
九
時
～
十
三
時

会
　
場
　
松
之
山
町
公
民
館
（
自
然

　
　
　
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー
）

該
当
者
　
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日

　
　
　
　
か
ら
三
十
八
年
四
月
一
日

　
　
　
　
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

「国指定』

重妻無形文化財
『越後上布』

伝承事業再開

目講師

浦田・尾花タケ

　　　　　　さん

　
町
で
は
、
か
ね
て
よ
り
伝
承
事
業

に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
年
も

田
植
が
終
り
次
第
、
講
習
会
を
再
会

し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
公
民
館
ま
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

写真集

　『ふるさと百年』

写真をお貸しください

　
明
治
か
ら
昭
和
二
十
年
ま
で
の
懐

し
い
写
真
で
綴
る
『
ふ
る
さ
と
百
年
』

を
葉
新
聞
社
で
企
画
し
て
い
ま
す
。

「
で
き
ご
と
」
「
風
景
・
街
並
」
「
行
事
」

「
祭
」
「
風
俗
」
そ
の
他
当
時
の
様
子

を
知
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
な
ら
ば
、

ど
ん
な
も
の
で
も
結
構
で
す
。
　
”
写

真
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
”
電
話
を
い

た
だ
け
ば
、
お
借
り
に
あ
が
り
ま
す
。

グ
ル
ー
ブ
で

　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
青
年
仲
問
づ
く
り

　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と
き
六
月
十
三
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
松
之
山
町
民
体
育
館

開
会
式
　
八
時
～

＊
参
加
申
込
み
、
詳
細
に
つ
い
て
は

　
町
公
民
館
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

　
さ
い
。

親
子
で
話
そ
う

　
　
家
庭
　
の
目

　
町
で
は
毎
月
第
三
日
曜
日
を
「
家

庭
の
日
」
と
定
め
、
忙
し
い
毎
日
で

も
、
せ
め
て
こ
の
日
だ
け
で
も
み
ん

な
で
話
し
合
い
、
理
解
し
、
協
力
し

あ
っ
て
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
努

め
る
よ
う
提
唱
し
て
い
ま
す
。

○
家
族
が
な
ん
で
も
話
し
あ
え
る
家

　
庭
に
し
よ
う
。

○
お
た
が
い
に
尊
敬
し
信
頼
し
合
え

　
る
家
庭
に
し
よ
う
。

○
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
食
事
の
で
き
る

　
家
庭
に
し
よ
う
。

○
家
庭
内
の
分
担
を
き
め
、
責
任
を

　
わ
か
ち
あ
い
、
き
ち
ん
と
し
つ
け

　
を
し
よ
う
。
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梅雨どきの交通事故に気をつけよう

交通特別運動

6月15日～7月14日の1カ月間

　
梅
雨
ど
き
は
雨
の
た
め
見
と
お
し

が
悪
く
、
し
か
も
ス
リ
ッ
プ
し
や
す

い
こ
と
か
ら
、
毎
年
死
亡
や
重
大
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
県
警
察
で
は
六
月
十
五
日
か
ら
七

月
十
四
ま
で
の
一
カ
月
間
、
交
通
安

全
特
別
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
六
月
は
梅
雨
前
線
の
活
発
化
に
よ

り
、
長
雨
と
ジ
メ
ジ
メ
し
た
高
温
多

湿
の
季
節
で
肉
体
的
、
精
神
的
に
不

快
感
を
覚
え
る
月
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
こ
の
時
期
に
は
雨
天

が
直
接
、
間
接
に
原
因
と
な
っ
た
交

通
事
故
が
多
発
し
ま
す
が
、
特
に
死

亡
事
故
の
発
生
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
は

◎
雨
具
は
明
る
い
色
を
、
特
に
夜
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
松
之
山
駐
在
所
郎
長
中
村

村
　
　
す

仲
事
し

た
罪
願

参
す

　
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

◎
雨
の
日
は
身
軽
に
行
動
の
で
き
る

　
よ
う
に
、
こ
ど
も
に
は
あ
ま
り
物

　
を
持
た
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　
う
。

◎
雨
の
日
の
道
路
横
断
、
特
に
夜
間

　
は
右
、
左
の
安
全
を
確
か
め
、
無

　
理
な
横
断
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
こ
ど
も
や
お
年
寄
り
の
横
断
に
は
、

　
手
を
貸
す
か
、
一
声
か
け
て
注
意

　
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

◎
自
転
車
で
右
折
、
右
横
断
す
る
と

　
き
や
交
差
点
に
入
る
と
き
は
、
一

　
時
停
止
と
安
全
確
認
を
励
行
し
ま

　
し
ょ
う
◎

◎
前
方
が
見
え
な
い
よ
う
な
傘
の
さ

　
し
方
は
危
険
で
す
。

　
自
転
車
で
の
傘
さ
し
は
禁
じ
ら
れ

　
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は

◎
雨
の
日
の
運
転
は
、
ワ
イ
パ
ー
の

　
作
動
や
ガ
ラ
ス
の
曇
り
な
ど
か
ら

　
視
野
が
狭
く
、
特
に
左
側
部
分
が

　
良
く
見
え
な
い
の
で
、
交
差
点
や

　
横
断
歩
道
で
の
安
全
確
認
は
確
実

　
に
行
い
ま
し
よ
う
。

◎
雨
の
日
の
高
速
運
転
は
ス
リ
ッ
プ

　
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
雨
の
降
り

　
始
め
が
特
に
危
険
で
す
。

　
速
麿
は
控
え
ゆ
に
、
車
問
路
離
は

　
普
段
の
2
倍
の
鉄
則
を
守
り
ま
し

　
ょ
う
。

X
線
間
接
撮
影

　
　
　
　
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
の
日
程

　
結
核
健
康
診
断
の
間
接
撮
影
を
レ

ン
ト
ゲ
ン
車
に
よ
り
下
記
日
程
で
巡

回
実
施
し
ま
す
の
で
必
ず
う
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
結
核
は
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。

年
一
回
必
ず
健
康
診
断
「
レ
ン
ト
ゲ

ン
」
を
う
け
て
、
自
分
の
健
康
を
確

め
ま
し
ょ
う
。

六
月
十
七
日
　
松
之
山
中
学
校
生
徒

　
　
松
里
小
学
校
児
童
・
天
水
島
・

　
浦
田
小
学
校
児
童
・
上
の
山
・
北

　
浦
田
・
浦
田
中
学
校
生
徒
・
湯
之

島
・
豊
田

六
月
十
八
日
　
光
間
・
松
之
山
小
学

　
校
児
童
・
松
之
山
・
三
省
小
学
校

　
児
童
・
小
谷
・
松
之
山
小
黒
倉
分

校
児
童
・
黒
倉

七
月
十
二
日
　
東
川
小
学
校
児
童
・

　
東
川
・
下
蝦
池
・
上
暇
池
・
藤
倉

　
中
尾

八
月
十
八
日
　
新
田
・
曾
根
・
藤
原

　
・
西
之
前
・
中
立
山
・
中
原
・
田

　
麦
立
・
坂
中
・
月
池

八
月
十
九
日
　
上
湯
・
下
湯
・
中
坪

　
・
天
水
越

八
月
二
十
日
　
五
十
子
平
・
坪
野
・

　
赤
倉
・
東
山
・
兎
口
・
湯
山

八
月
二
十
三
日
　
下
川
手
・
上
川
手

　
・
大
荒
戸
・
新
山
・
水
梨

第
26
回
探
鳥
会

　
　
　
　
「
ノ
ジ
コ
」

　
五
月
二
十
九
・
三
十
日
の
両
日
松

之
山
町
・
大
島
保
健
所
・
町
野
鳥
愛

護
会
主
催
に
よ
り
、
第
二
十
六
回
町

探
鳥
会
が
松
之
山
温
泉
で
開
か
れ
ま

し
た
。
中
嶋
公
先
生
（
県
野
鳥
愛
護

会
常
任
委
員
）
を
講
師
に
迎
え
、
二

十
九
日
夜
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
の

講
演
が
あ
り
、
三
十
日
朝
五
時
、
約

五
十
人
が
参
加
し
て
小
鳥
の
さ
え
ず

り
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
湯
本
か
ら

湯
山
　
で
の
探
鳥
遊
歩
道
を
歩
き
ま な

ど
三
十
九
種
確
認

し
た
。

　
一
般
と
学
生
の
二
班
に
別
れ
、
午

前
八
時
ま
で
の
あ
い
だ
、
美
声
の
ア

カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
、
ノ
ジ
コ
、
姿
の
美

し
い
オ
オ
ル
リ
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ー
な

ど
三
十
九
種
を
確
認
し
ま
し
た
。
》
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親と子のふれあい活動

あなたもいがかですか！グ

　
公
民
館
で
は
、
親
と
子
の
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に

資
す
る
た
め
「
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い

活
動
事
業
」
を
計
画
し
ま
し
た
。
親

子
お
そ
ろ
い
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
、
事
業
内
容

　
●
目
七
宝
焼

　
　
期
間
　
六
月
～
十
月
（
五
回
）

　
　
場
所
　
松
之
山
町
公
民
館

顧
親
子
探
鳥
会

　
　
期
日
七
月
下
旬

　
　
場
所
　
大
松
山
・
湯
本

■
薬
草
採
集

　
　
期
日
　
八
月
五
日
（
木
）

　
　
場
所
大
松
山
付
近

・
競
子
写
生
会

　
　
期
日
　
十
月
十
七
日
（
日
）

　
　
場
所
大
松
山
付
近

一
一
、
対
　
象

　
町
内
在
住
の
親
と
子
（
主
と
し

て
小
学
生
）

　
参
加
希
望
者
は
、
氏
名
（
在
学

生
は
学
年
）
、
部
落
名
、
家
号
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
し
め
切
り
　
六
月
十
五
日

　
参
加
希
望
者
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
ら
、
集
っ
て
い
た
だ
い
て
打
合

せ
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

昭和57年度

心“灘
昭和37年4月から

　38年3月生まれまで

　
町
内
小
・
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
在

郷
の
方
、
町
外
に
お
ら
れ
る
方
に
は

そ
れ
ぞ
れ
ご
案
内
を
差
し
上
げ
る
わ

け
で
す
が
、
他
町
村
か
ら
お
嫁
に
来

ら
れ
た
方
や
、
出
身
が
松
之
山
以
外

と
い
う
方
は
、
な
か
な
か
わ
か
り
に

く
い
こ
と
か
ら
、
該
当
さ
れ
る
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
公
民
館
ま
で
ご
一

報
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
八
月
十
四
日
（
土
）

　
　
　
　
九
時
～
十
三
時

会
　
場
　
松
之
山
町
公
民
館
（
自
然

　
　
　
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー
）

該
当
者
　
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日

　
　
　
　
か
ら
三
十
八
年
四
月
一
日

　
　
　
　
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

「国指定』

重妻無形文化財
『越後上布』

伝承事業再開

目講師

浦田・尾花タケ

　　　　　　さん

　
町
で
は
、
か
ね
て
よ
り
伝
承
事
業

に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
年
も

田
植
が
終
り
次
第
、
講
習
会
を
再
会

し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
公
民
館
ま
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

写真集

　『ふるさと百年』

写真をお貸しください

　
明
治
か
ら
昭
和
二
十
年
ま
で
の
懐

し
い
写
真
で
綴
る
『
ふ
る
さ
と
百
年
』

を
葉
新
聞
社
で
企
画
し
て
い
ま
す
。

「
で
き
ご
と
」
「
風
景
・
街
並
」
「
行
事
」

「
祭
」
「
風
俗
」
そ
の
他
当
時
の
様
子

を
知
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
な
ら
ば
、

ど
ん
な
も
の
で
も
結
構
で
す
。
　
”
写

真
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
”
電
話
を
い

た
だ
け
ば
、
お
借
り
に
あ
が
り
ま
す
。

グ
ル
ー
ブ
で

　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
青
年
仲
問
づ
く
り

　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と
き
六
月
十
三
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
松
之
山
町
民
体
育
館

開
会
式
　
八
時
～

＊
参
加
申
込
み
、
詳
細
に
つ
い
て
は

　
町
公
民
館
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

　
さ
い
。

親
子
で
話
そ
う

　
　
家
庭
　
の
目

　
町
で
は
毎
月
第
三
日
曜
日
を
「
家

庭
の
日
」
と
定
め
、
忙
し
い
毎
日
で

も
、
せ
め
て
こ
の
日
だ
け
で
も
み
ん

な
で
話
し
合
い
、
理
解
し
、
協
力
し

あ
っ
て
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
努

め
る
よ
う
提
唱
し
て
い
ま
す
。

○
家
族
が
な
ん
で
も
話
し
あ
え
る
家

　
庭
に
し
よ
う
。

○
お
た
が
い
に
尊
敬
し
信
頼
し
合
え

　
る
家
庭
に
し
よ
う
。

○
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
食
事
の
で
き
る

　
家
庭
に
し
よ
う
。

○
家
庭
内
の
分
担
を
き
め
、
責
任
を

　
わ
か
ち
あ
い
、
き
ち
ん
と
し
つ
け

　
を
し
よ
う
。
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環境週間6月5日～11日

”
飲
ん
で
も
捨
て
る
な
”
空
き
缶

　
　
　
　
　
　
　
　
貴
重
な
資
源
の
無
駄
遣
い

　
六
月
五
日
か
ら
一
週
間
は
「
環
境

週
間
」
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
人
間
が
健
康
で
快
適

な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
き
れ
い

な
空
気
や
水
な
ど
の
自
然
を
は
じ
め

と
す
る
豊
か
な
環
境
が
不
可
欠
で
す
。

　
道
路
わ
き
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
ジ

ュ
ー
ス
や
コ
ー
ラ
の
空
缶
で
沿
線
の

住
民
は
非
常
に
迷
惑
を
し
て
い
ま
す
。

美
し
い
町
の
自
然
を
損
う
ば
か
り
か

大
き
な
資
源
の
無
駄
遣
い
と
な
り
ま

す
。　
ア
ル
ミ
缶
の
再
生
は
、
新
た
に
地

金
を
製
造
す
る
時
に
比
べ
て
歯
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
す
む
の
で
す
。

　
貴
重
な
空
缶
資
源
の
ポ
イ
捨
て
を

や
め
て
、
環
境
美
化
に
務
め
ま
し
ょ

う
。

壷き

缶
は

　
費
嶺
柔
．
、

　
て
＆
う
へ

ね
！
　
ら
蘇

εθ

昭和57年6月5日川1”””瓢”“””1

3日・17日＝木曜〈浦田出張日＞

o曽根8：40一→小川屋商店8：43一浦田診療所

○中立山9：00一→田麦立9：05一→坂中9：10一→月池9：13

　一→豊田9＝18一→浦田診療所

7日・21日二月曜日〈浦田一→松之山診療所＞

o中立山9：00一田麦立9二〇5一→坂中9：10一→月池9：13

　一→豊田9：18一一→若月商店9：20一→亀屋商店9：23一→

小川屋商店9：25　曽根9：28一→松之山診療所

グ
ラ
ッ
と
黛
ら

■浦田地区

■東川地区

　10日・24日＝木曜日〈東川出張日＞

　14日・28日＝月曜日〈東川地区一→松之山診療所＞

　o赤倉8：40一→坪野8：42一→五十子平8＝45一→診療所

　○上蝦池8：55一→診療所

　○中尾9：05一→藤倉9：10一→診療所

■三省地区

2日・9日・16日・23日・30日二水曜日〈三省地区一→

松之山診療所〉

○水梨8：40一→大荒戸8：50一→診療所

■松口地区

　4日・11日・18日・25日＝金曜日〈松口地区一→松之山

診療所＞

　○松口8：40一→診療所

　
　
す
ぐ
消
火

”
地
震
・
雷
・
火
事
・
お
や
じ
”
あ

る
日
突
然
、
何
の
予
告
も
な
し
に

襲
っ
て
く
る
地
震
の
恐
ろ
し
さ
は
、

昔
も
今
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
地
震
の
発
生

そ
の
も
の
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
被
害
を
最
少
限
に
く
い

と
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
地
震
に
備
え
て
、
い
つ
起
き
て

も
あ
わ
て
ず
行
動
で
き
る
よ
う
に
、

各
人
の
分
担
や
避
難
場
所
、
連
絡

方
法
な
ど
を
家
族
で
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
地
震
で
も
っ
と
も
恐
ろ
し
い
の

は
、
地
震
そ
の
も
の
よ
り
も
む
し

ろ
地
震
に
伴
っ
て
発
生
し
た
火
災

が
広
が
る
場
合
で
す
。
地
震
が
起

こ
っ
た
ら
冷
静
な
判
断
の
も
と
に

的
確
な
行
動
を
と
り
、
出
火
防
止

に
務
め
ま
し
ょ
う
。

■
地
震
を
感
じ
た
ら

○
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
す
る
，

○
あ
わ
て
て
戸
外
に
飛
び
出
さ
ず
、

　
ま
ず
丈
夫
な
家
具
な
ど
に
身
を

寄
せ
る
。

○
火
が
出
た
ら
ま
ず
消
火
。

○
避
難
は
徒
歩
で
、
持
物
は
最
少

限
に
。

戸
籍
の
明
暗

　
　
　
　
　
　
五
麹

■
新
婚
さ
ん

爺）

■
う
ぶ
声

　
　
　
こ
う

島
田
　
昂
（
天
水
島
・

■
お
く
や
み

一
の
二
男
）

小
野
塚
タ
ケ
㈹
歳
（
下
蝦
池
・
新
宅
）

保
坂
　
ヒ
サ
㈹
歳
（
北
浦
田
・
干
場
）

樋
口
　
武
夫
㈹
歳
（
兎
口
・
南
）

和
久
井
タ
マ
ノ
㈲
歳
（
小
谷
・
中
屋
）

身
体
障
害
者

鉄
道
割
引
の

　
　
　
　
　
p
取
扱
変
わ
る

　
身
体
障
害
者
に
対
す
る
国
鉄
等
の

旅
客
運
賃
の
割
引
は
、
昭
和
五
十
七

年
四
月
二
十
日
か
ら
身
体
障
害
者
旅

客
運
賃
割
引
規
則
の
改
正
に
よ
り
従

来
の
割
引
証
が
廃
止
に
な
り
、
割
引

乗
車
券
の
購
入
は
、
駅
の
発
売
窓
口

に
身
体
障
害
者
手
帳
を
呈
示
す
る
だ

け
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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愛の血液助け合い運動月間
～31日7月1日

献血者が減少し、血液が不足がちになる夏期に献血思想の普及を図るため、昭和45年

から7月をこの月間としています。

□発行　新潟県　松之山町　口編集　議会事務局世帯1，374戸女2，511人男2，389人

7月1日現在
人口4，900人


